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◆学習・教育目標 

 

バイオビジネス環境学特論演習Ⅰの学習・教育目標は、農業・農村開発における経済活動と環境の関係を、関連

文献を読みながら修得することにある。農業や農村の経済開発を進めるにあたって、環境の視点から如何に持続

可能な仕組みを作りあげるかを議論したい。環境の劣化をもたらす要因、農業水利管理の改善、資源管理の主体

とインセンティブ、緑の革命等の新技術の持つ環境問題、条件不利地域の環境をどう高めるか、環境サービスへ

の支払い問題、環境政策等を議論する。 

◆取り扱う領域（キーワードで記載） 

  農業・農村開発   持続可能性  緑の革命  循環型社会 

  地球温暖化  温室効果ガス  資源管理  環境サービス 

◆授業の進行等について 

 

 テーマ 内 容 
授業のねらいまたは準備しておく

事項 

 

世界銀行の「世界開発報告

2008 年」と「世界開発報告

2010 年」を素材に農業・農

村開発における環境問題

を議論していくことにな

る。順番等は未定である

が、はじめに世界開発報告

2008 年の第 8 章を精読し、

さらにそこにでてくる論

文を選んで読んでいくこ

とから始める。ここがクリ

アできれば、2010 年の報告

書を読破することに移る。 

演習の内容は、農業・農村開発における経

済活動と環境の関係を、関連文献を読みな

がら修得することにある。とりあげる論文

は有名な英語論文となる。論文を読みなが

ら、農業や農村の経済開発を進めるにあた

って、環境の視点から如何に持続可能な仕

組みを作りあげるかを議論したい。環境の

劣化をもたらす要因、農業水利や農用地管

理問題、資源管理の主体とインセンティ

ブ、緑の革命等の新技術の持つ環境問題、

畜産の環境問題、条件不利地域の環境をど

う高めるか、環境サービスへの支払い問

題、環境政策等を議論する。 

環境経済学の基本を理解している

ことが望ましい。またバイオビジ

ネスにとっての環境的持続可能性

が、具体的にどういった現実問題

として発現しているかについて、

自分なりにまとめておくことが望

ましい。あとは英文の論文を読み

こなす意志が必要。 

 

 

◆教科書及び資料（授業前に読んでおくべき本・資料） 

 World Bank/World Development Report 2008 “Agriculture for Development”Ch.8 

 World Bank/World Development Report 2010 “Development and Climate Change” 

◆授業をより良く理解するために便利な参考書・資料等 

 上述の資料に登場する文献 

  

◆評価の方法（レポート・小テスト・試験・課題等のウェイト） 

 レポートと試験で評価する。 

◆その他受講上の注意事項 

  

 


